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日本気象学会では，2010年度より日本地球惑星科学

連合大会（連合大会と略す）において，会員からの提

案に基づき，「最新の大気科学」という名称で主催

セッションを毎年開催しております（田中ほか

2010；竹見ほか 2011；中村 2012；五十嵐 2013；小池

ほか 2015；沖ほか 2015；米山・竹見 2017；中野ほか

2018）．2019年度の連合大会（2019年５月26～30日，

千葉県千葉市美浜区 幕張メッセ国際会議場）では，

以下のセッションを主催セッションとすることが決ま

りましたので，お知らせいたします（趣旨説明は，気

象学会セッション募集締切時点（９月28日）でのもの

です）．会員の皆様の積極的な発表および参加をお待

ちいたします．

テーマ：ダスト

趣旨：鉱物性ダストは強風により，地表面から発生

し，地球内を長距離輸送する．その過程で，雲の形

成や太陽放射の吸収・散乱により気象・気候変化を

もたらす．また，海洋に沈着すると，植物プランク

トンに栄養塩を供給し光合成を促進させ，雪氷に沈

着するとアルベドの変化をもたらす．日本など東ア

ジア地域では，黄砂現象として知られている．この

黄砂現象を理解するためには，幅広い分野の融合が

必要である．

発生過程では，乾燥域の地表面条件によってダス

ト発生量が大きく変化し，その条件を決めるために

は，土壌や地形，植生，降水，砂漠，土壌劣化と

いった分野を扱う．輸送過程では，気象や大気エア

ロゾル，放射といった分野を扱う．沈着過程では，

海洋，雪氷，人や家畜への健康といった分野を扱

う．乾燥化や植生の変化は，国の政策や家畜の管

理，人口増加といった社会科学的側面も有する．ま

た，ダストや砂丘は地球だけでなく，火星・土星な

どの他の惑星にも共通する現象である．このよう

に，一つの分野だけでは，ダスト現象を理解するこ

とはできず，本セッションを通して，多くの分野の

研究者が議論し，情報共有を行うことが重要であ

り，研究者の交流を進める．

代表コンビーナー：石塚正秀（香川大学）

コンビーナー：黒崎泰典（鳥取大学），

関山 剛（気象研究所）
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